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母
校
の
統
合
に
併
せ
、
新
た

な
同
窓
会
が
発
足
し
て
５
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
の
御
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
、
事
業
や
活
動
が
順

調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
発
足
時
に
定
め

た
「
５
年
以
内
に
支
部
統
合
を

目
指
す
」
と
の
目
標
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
の
で
、
良
い
結

果
と
な
る
よ
う
、
役
員
・
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
６
月
～
７
月
を
「
支

部
統
合
推
進
強
化
期
間
」
と
定

め
、
支
部
長
・
地
区
責
任
者
・

支
部
担
当
役
員
が
連
携
し
、
統

合
促
進
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
７
月
31
日
現
在
、
31
支
部

中
20
支
部
（
約
64
％
）
が
統
合
、

76
％
の
会
員
が
統
合
済
み
支
部

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
た
支
部
の
皆
様
に

は
、様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
、

新
た
な
支
部
づ
く
り
に
ご
尽
力

頂
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
統
合
に
向
け
ご
努
力

頂
い
て
い
る
支
部
の
皆
様
に
於

か
れ
ま
し
て
は
、
困
難
な
事
情

も
有
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

力
を
合
わ
せ
て
諸
課
題
を
乗
り

越
え
て
頂
き
、
期
限
内
に
統
合

支
部
を
設
立
頂
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

支
部
統
合
に
よ
り
、
会
員
相

互
の
親
睦
・
絆
を
深
め
る
こ
と

が
、
新
た
に
入
会
し
て
来
る
後

輩
の
受
け
皿
を
整
え
る
事
で
あ

り
、
未
来
に
向
け
て
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

長
姫
高
校
同
窓
会
の
新
た
な
出

発
点
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
物
心
両
面
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
開
校
か
ら
５
年
目
で

す
が
、
す
で
に
２
７
，
６
９
２

人
の
同
窓
会
に
心
強
さ
を
感

じ
、
後
輩
へ
の
期
待
や
活
躍
を

願
う
思
い
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
全
校
生
徒
９
３
６
人

の
南
信
地
区
最
大
規
模
の
高
校

と
な
り
、
学
校
の
活
力
と
先
進

性
で
は
他
に
ひ
け
を
と
ら
な
い

校
風
が
培
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
開
校
当
初
か
ら

地
域
人
材
育
成
の
期
待
を
受

け
、
昨
年
度
か
ら
は
高
校
教
育

を
地
域
社
会
に
開
き
、
教
室
で

学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
実
社
会

に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
地
域
・

産
業
界
を
学
び
の
場
と
し
て
、

思
考
・
判
断
・
表
現
で
き
る
21

世
紀
型
学
力
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
旧
両
校
の
実
績

を
一
校
の
も
の
と
し
て
引
き
継

い
だ
本
校
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

ら
を
生
か
し
て
現
在
の
高
校
生

に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
引
き
出

す
た
め
の
先
駆
的
な
活
動
が
数

多
く
模
索
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
本
校
生
徒
の
多
く
の
活
躍

が
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
も
、
数
々
の
ご
支
援
や

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
校
の
最
強
の
応
援
団
と

し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

支
部
統
合
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
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平
成
29
年
度
定
期
総
会
が
６

月
３
日（
土
）午
後
２
時
よ
り
飯

田
市
の
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

同
窓
会
事
務
局
長
　
吉
　
川
　
文
　
人

役職 氏　名 卒業科 回卒
会　長 吉澤　章夫 建　築 14
副会長 高橋　元司 土　木 15

〃 久保田和平 電　気 ８

〃 長谷部徳治 機　械 10

〃 伊澤　和明 定機械 19

〃 林　　和子 商　業 19

〃 宮澤　民人 建　築 21

〃 中島武津雄 定普通 19

〃 井坪　　隆 商　業 24

監　事 林　日出登 商　業 15

〃 北澤　義和 機　械 25

事務局長 吉川　文人 商　業 21

役員名簿

　

来
賓
に
は
三
澤
秀
樹
校
長
を

は
じ
め
と
し
た
学
校
関
係
者
と

関
西
・
中
京
地
区
の
代
表
者
を

お
迎
え
し
、
１
１
６
名
の
会
員

の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

吉
澤
会
長
か
ら
社
会
に
役
立

つ
人
材
育
成
が
成
果
を
上
げ
て

き
て
い
る
。
今
後
も
母
校
の
隆

昌
の
た
め
更
に
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
28
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
29
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当

た
り
、
今
井
正
治
副
会
長
、
林

善
弘
副
会
長
、
松
下
清
二
監
事

が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
中
島
武

津
雄
副
会
長
、
井
坪
隆
副
会
長
、

北
澤
義
和
監
事
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
部
で
は
恒
例
に
な
り
ま
し

た
生
徒
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
徒
会
活
動
は
部
活
動
報
告
。

商
業
研
究
部
は
ワ
ー
プ
ロ
班
、

情
報
処
理
班
、
ス
タ
デ
ィ
エ
ッ

グ（
地
域
間
教
育
）の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
昔
は
生
徒
主
体
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
し
た
が
、
今
は

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
し

て
町
中
が
教
室
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
８
名
だ
け
の
ク

ラ
ブ
員
で
す
が
力
強
い
演
奏
に

感
動
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
会
員
相
互
の
親
睦
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

会長あいさつ

総会風景

吹奏楽部演奏
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２
０
１
９
年
度
の
開
通
を
予
定

し
て
い
る
三
遠
南
信
道
飯
喬
道
路

の
天
龍
峡
―
竜
江
イ
ン
タ
ー
（
仮

称
）間（
４
㌔
）で
、最
大
の
構
造
物

と
な
る
天
龍
峡
大
橋
（
橋
長
２
８

０
㍍
）。名
勝
天
龍
峡
に
位
置
し
、

天
竜
川
と
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を
一
気
に

ま
た
ぐ
高
さ
80
㍍
の
鋼
製
上
路
式

ア
ー
チ
橋
で
、
名
勝
の
景
観
に
配

慮
し
た
扁
平
で
ス
レ
ン
ダ
ー
な
形

状
、
景
観
に
溶
け
込
む「
山
鳩
色
」

の
塗
装
、
そ
し
て
桁
下
に
設
け
ら

れ
る
幅
約
２
㍍
の
歩
道
と
、
そ
の

特
徴
的
な
形
状
は
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。

三
遠
南
信
道  

飯
喬
道
路

郷
土
情
報

郷
土
情
報

天竜川右岸より

平成28年度　事 業 報 告
年　月　日  事　　　業　　　報　　　告

平成28.　4.　6 母校　入学式 （母校）
4.　6 教職員歓迎会 （シルクプラザ）
4.　6 正副会長会 （育友会館）
4.16 駒ヶ根支部設立総会 （アルパ）
4.17 橋南支部設立総会 （とりきん）
4.20 野球部ＯＢ会定期総会 （千登勢）
4.26 財務正副委員長会 （育友会館）
5.11 総務正副委員長会 （シルクホテル）
5.13 監査会 （育友会館）
5.13 執行役員会 （育友会館）
5.17 マイクロバス貸付覚書調印 （母校）
5.18 高森支部総会 （美好）
5.20 理事会・各委員会 （育友会館）
5.21 長姫高校卒業 50 周年記念同窓会 （シルクホテル）
5.28 定期総会 （シルクホテル）
5.29 千代支部総会 （米川公会堂）
6.　1 第７回同窓会ゴルフ春季コンペ （高森カントリークラブ）
6.11 土木会総会 （千登勢）
6.11 山本支部設立総会 （太田家）
6.13 熊本地震募金届け出 （市役所）
6.13 マイクロバス鍵引き渡し式 （母校）
6.24 長姫建築会役員総会 （今宮半平）
6.24 松川支部総会 （美富久）
7.　1 羽場支部総会 （吉澤旅館）
7.　2 上郷支部設立総会 （上郷公民館）
7.　3 座光寺支部総会 （座光寺公民館）
7.　6 会報委員会 （育友会館）
7.　9 龍江支部総会 （いまだ）
7.19 総務正副委員長会 （事務室）
7.23 丸山支部総会 （丸三焼肉店）
7.23 橋北支部総会 （丸現）

年　月　日  事　　　業　　　報　　　告

7.24 伊賀良支部総会 （木下工務店）
7.24 豊丘支部設立総会 （ゆめあるて）
7.29 松尾支部総会 （ほっ湯アップル）
8.11 飯島支部総会 （JA飯島生活センター）
8.25 学校と同窓会意見交換会 （ビーラクスマツカワ）
8.25 執行役員会 （育友会館）
9.　1 会報委員会 （育友会館）
9.16 同窓会報第４号発行
9.25 三穂支部設立総会 （川路温泉）
10.15 天竜支部設立総会 （南中集会場）
10.28 支部長・地区責任者会議 （育友会館）
11.　2 第８回同窓会秋季ゴルフコンペ （飯田カントリー倶楽部）
11.12 中川支部総会 （JA上伊那中川支所）
11.20 関西地区大会 （ホテルホップイン）
11.26 下條支部総会 （月下美人）
11.27 竜丘支部総会 （ドライブイン開善路）

平成29.　1.15 上久堅支部総会 （食工房十三の里）
1.28 執行役員会 （舞鶴）
1.28 理事会・各委員会 （舞鶴）
1.28 役員新年会 （舞鶴）
2.　6 支部対策正副委員長会 （事務室）
2.10 市役所飯田OIDE長姫会総会 （ビーラクスマツカワ）
2.13 飯伊地区高校同窓会連絡協議会 （阿智村）
2.21 学校支援金交付 （母校）
3.　3 母校定時制卒業式 （母校）
3.　4 母校全日制卒業式 （母校）
3,12 喬木支部総会 （福祉センター）
3.22 教職員送別会 （シルクプラザ）
3,25 南信濃支部設立総会 （星野屋）

平成28年度　飯田OIDE長姫高等学校同窓会

収 支 決 算 書

自　平成 28 年４月 １ 日
至　平成 29 年３月 31 日

 収入決算額 16,191,471 円
 支出決算額 11,201,048 円
 差 引 残 額 4,990,423 円

収入の部 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減（△） 備　　　考

１　入 会 金 930,000 930,000 0 新入生314人×3,000円

２　維 持 費 9,172,000 8,915 ,600 △ 256,400

　　⑴　一般納入金 6,700,000 6,603 ,600 △ 96,400 振込813人　集金5,410人

　　⑵　卒業時納入金 2,472,000 2,312 ,000 △ 160,000 289人×8,000円

３　雑 収 入 1,205,423 1,161 ,294 △ 44,129 マイクロ使用料･総会負担金･
卒業50周年記念寄附金

４　繰 越 金 5,184,577 5,184 ,577 0

合　　　　計 16,492,000 16,191 ,471 △ 300,529

支出の部 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減（△） 備　　　考

１　運 営 費 3,800,000 3,332,910 △ 467,090

総会費 1,100,000 994,080 △ 105,920

会議費 500,000 422,236 △ 77,764

（役員会費） 500,000 422,236 △ 77,764 新年会ほか
旅　費 130,000 91,850 △ 38,150

需要役務費 700,000 494,744 △ 205,256

⑴水道光熱費 10,0 00 7,448 △ 2,552

⑵通信費 210,000 172,956 △ 37,044 電話代ほか
⑶雑　費 80,000 9,674 △ 70,326

⑷事務費 400,000 304,666 △ 95,334 封筒代ほか
慶弔費 350,000 310,000 △ 40,000 支部総会祝儀
人件費 1,020,000 1,020,000 0

２　事 業 費 6,131,000 5,793,056 △ 337,944

⑴ 学校支援事業 1,083,000 1,082,600 △ 400

会員歓迎費 144,000 144,000 0

　別途2,000千円を交付
　飯田自動車学校寄付金

授業等支援協力金 0 0 0

クラブ活動助成金 80,000 80,000 0

競技大会褒賞金 0 0 0

リース料 859,000 858,600 △ 400 マイクロバス10 ヶ月分
⑵ 会報発行費 2,250,000 2,119,790 △ 130,120 会報印刷・関係書類印刷等
⑶ 名簿管理費 130,000 100,000 △ 30,000

⑷ 手数料 1,750,000 1,714,490 △ 35,510 集金・払込手数料
⑸ 負担金 170,000 109,420 △ 60,580

⑹ 支部育成費 550,000 500,000 △ 50,000 支部奨励金
⑺ 助成金費 150,000 118,756 △ 31,244

⑻ ホームページ管理費 48,000 48,000 0

３　積 立 金 2,000,000 2,000,000 0

４　予 備 費 4,561,000 75,082 △ 4,485,918
卒業50周年記念寄附金50,000
熊本地震義援金25,082

合　　　計 16,492,000 11,201,048 △ 5,290,952

扇風機特別会計（貸付金）

 貸付残高 4,394,000円
 28.　3.15　　PTA返済金 400,000円
 28.　3.23　　学校返済金 400,000円
 貸付残高（29.　3.31） 3,594,000円
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天竜川上流右岸
（
写
真
提
供  

飯
田
国
道
事
務
所
）

文
責

　木
下
親
亮

積 立 金 明 細

 28年度始積立金 11,471,008円
 新規積立金 2,800,000円
 預金利息 2,262円
 年度末積立金 14,273,270円

平成 29 年３月 31 日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 摘　　　　　　要 金　　額 備　　考

定期預金 飯田信用金庫名古熊支店　№ 0020810 274,499

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0020820 265,952

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0020850 506,132

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0020860 2,029,046

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0108246 64,557

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0112374 3,001,146

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0112706 800,306

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0122254 2,000,339

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0122246 400,068

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0122343 400,068

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0129345 2,000,000 28年度積立金

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 0129337 800,000 貸付返済金

信　　金　　計 12,542,113

定期預金 八十二銀行八幡支店　　№ 40266　　 1,731,157

合　　　　　計 14,273,270

監　査　報　告
　帳簿及び伝票を監査致しました結果、正確であることを証します。

平成 29 年５月 19 日
　　　　　　　　監事

　　　　　　　　監事

平成 29 年度　事 業 計 画

 
１． 平成 29 年度総会の開催

日　時　　平成 29 年６月３日㈯　午後２時
会　場　　シルクホテル　飯田市錦町１ 10
内　容　　定期総会・在校生による活動報告

 ２． 学校支援事業

 ３． 会報第５号の発刊

 ４． 支部組織の拡大・充実の支援

 ５． 会員増強に関する事業

 ６． 執行役員会の開催及び正副会長会の開催

 ７． 理事会、支部長会の開催

 ８． 各委員会及び、各種会議の開催

 ９． 会員名簿・管理

 10． ホームページの更新、管理

 11． 会の目的推進に寄与する事業への補助

 12． 飯伊地区高校同窓会との連携

 13． 母校との連携

 14． その他執行役員会で必要とした事業

平成 29 年度　飯田OIDE長姫高等学校同窓会

収 支 予　算

自　平成 29 年４月 １ 日
至　平成 30 年３月 31 日

 収入予算額 16,091,000 円
 支出予算額 16,091,000 円
 差 引 残 額 0 円

収入の部 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 前年度決算額 増減（△） 前年度決算額 備　　　　　　考

１　入 会 金 930,000 930,000 0 930,000 新入生310名×3,000円

２　維 持 費 8,860,000 9,172,000 △ 312,000 8,915,600

　⑴一般納入金 6,500,000 6,700,000 △ 200,000 6,603,600 振込1,000名　集金5,400名

　⑵卒業時納入金 2,360,000 2,472,000 △ 112,000 2,312,000 卒業生295名×8,000円

３　雑 収 入 1,310,577 1,205,423 105,154 1,161,294 総会､新年理事会、マイクロバス使用料

４　繰 越 金 4,990,423 5,184,577 △ 194,154 5,184,577

合　　　　計 16,091,000 16,492,000 △ 401,000 16,191,471

支出の部 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 前年度決算額 増　減（△） 前年度決算額 備　　　考

１　運 営 費 3,767,000 3,800,000 △33,000 3,332,910

総会費 1,100,000 1,100,000 0 994,080

会議費 500,000 500,000 0 422,236 役員会、支部長会、委員会

旅　費 100,000 130,000 △30,000 91,850 出張旅費

需要役務費 697,000 700,000 △3,000 494,744

⑴ 水道光熱費 7,000 10,000 △3,000 7,448

⑵ 通信費 210,000 210,000 0 172,956 電話代、切手代

⑶ 雑　費 80,000 80,000 0 9,674

⑷ 事務費 400,000 400,000 0 304,666 用紙、コピー代、封筒代

慶弔費 350,000 350,000 0 310,000 支部総会祝儀

人件費 1,020,000 1,020,000 0 1,020,000

２　事 業 費 6,189,000 6,131,000 58,000 5,793,056

⑴ 学校支援事業 1,241,000 1,083,000 158,000 1,082,600

会員歓迎費 130,000 144,000 △14,000 144,000 卒業証書ホルダー

授業支援金 0 0 0 0
別途2,000千円を交付
飯田自動車学校寄付金

ものづくり支援金 0 0 0 0

クラブ活動助成金 80,000 80,000 0 80,000

競技大会褒賞金 0 0 0 0

リース料 1,031,000 859,000 172,000 859,000 マイクロバス

⑵ 会報発行費 2,250,000 2,250,000 0 2,119,790

⑶ 名簿管理費 100,000 130,000 △30,000 100,000

⑷ 手数料 1,730,000 1,750,000 △20,000 1,714,490 集金手数料、払込手数料

⑸ 負担金 120,000 170,000 △50,000 109,420

⑹ 支部育成費 550,000 550,000 0 500,000 支部設立奨励金、支部育成費

⑺ 助成金費 150,000 150,000 0 118,756 女性部、ゴルフ会

⑻ ホームページ管理費 48,000 48,000 0 48,000

３　積 立 金 2,000,000 2,000,000 0 2,000,000

４　予 備 費 4,135,000 4,561,000 △426,000 75,082

合　　　計 16,091,000 16,492,000 △401,000 11,201,048
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平成28年度�
同窓会支援の対象事業一覧

支援対象事業 個人・団体名称 概　　　　　　　　要 助成額（円）

授 業 支 援 金
商業科

社会基盤工学科

機械工学科

教室扇風機

「地域人」「総合技術」授業研究図書購入費用

測量技術講習会講師謝礼

課題研究教材開発費用

400,000
73,266
25,000
97,724

ものづくり支援金

電気電子工学科

電気電子工学科

電気部

ものづくりコンテスト指導及び訓練

技能検定用機器の購入費用

マイコンカーラリー大会参加交通費

73,646
285,120
85,000

クラブ活動助成金

生徒会

野球部

硬式テニス部

原動機部

商業研究部

バドミントン部

吹奏楽部

定時制電気工芸部

コンピュータ制御部

電気部

クラブ大会出場懸垂幕

移動式照明機器購入

校外施設使用のための費用

競技用車両製作のための費用

スピーチコンテスト参加交通費

バドミントン用シャトルの購入費用

定期演奏会開催費用

ゆるキャラ着ぐるみ製作費用

テックレンジャーショー、CM 制作費用

マイコンカーラリー製作の材料費

53,244
120,000
110,000
320,000

7,000
30,000
75,000
35,000

130,000
70,000

競 技 大 会 報 奨 金

商業研究部

商業研究部

商業研究部

原動機部

原動機部

原動機部

原動機部

原動機部

商業研究部

長野県商業高等学校情報処理競技大会優勝　全国大会出場

長野県商業高等学校情報処理競技大会優勝　北信越大会出場

長野県商業高等学校情報処理競技大会優勝

2016Ene-1GP SUZUKA KV40 チャレンジ全国大会　ＫＶ１総合１位

2016Ene-1GP SUZUKA KV40 チャレンジ全国大会　ＫＶ２総合２位

2016Econo Power in GIFU 電気自動車競技総合１位

2016Econo Power in GIFU ハイブリッド競技総合１位

Ene-1GP MOTEGI KV40 チャレンジ全国大会　ＫＶ１総合３位

スピーチコンテスト全国大会出場

5,000
5,000
5,000

15,000
10,000
5,000
5,000
5,000
5,000

助成合計金額：2,050,000円
※2,000千円は（一財）OIDE会の資金、50千円は長姫高校18期卒業50周年同窓会寄付金を充てました。
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天
龍
統
合
支
部
の
設
立

天
龍
副
支
部
長

　熊

　谷

　文

　孝

南
信
濃
支
部
が
統
合
し
ま
し
た

南
信
濃
支
部
長

　玉

　置

　洋

　一

　

幾
多
の
難
題
を
乗
り
超
え
て
、

昨
年
９
月
25
日（
日
）午
後
４
時

30
分
川
路
温
泉
で
本
校
同
窓
会

の
吉
澤
章
夫
会
長
を
お
招
き
し

て
、
三
穂
支
部
設
立
総
会
を
開

催
し
て
、
支
部
会
則
、
新
役
員
、

本
年
度
の
事
業
計
画
予
算
の
案

を
提
出
し
た
と
こ
ろ
出
席
者
多

数
の
賛
同
を

い
た
だ
き
設

立
、
発
足
が

出
来
ま
し
た
。

　

発
足
ま
で

の
経
過
を
簡

単
に
説
明
し

ま
す
。
長
姫

高
校
の
支
部

は
既
に
発
足

し
て
い
ま
し

た
が
、
工
業

高
校
に
は
出

来
て
い
な
か

っ
た
の
で
年

長
者
の
方
を

数
回
訪
ね
て
、

統
合
の
話
し

を
持
ち
掛
け

　

天
龍
支
部
は
平
成
28
年
10
月

15
日（
土
）に
設
立
総
会
を
開
催

し
、
旧
飯
田
長
姫
、
旧
飯
田
工

業
の
統
合
同
窓
会
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

統
合
同
窓
会
の
発
足
に
あ

た
っ
て
は
平
成
16
年
に
設
立
さ

れ
て
い
た
旧
飯
田
長
姫
の
支
部

を
ベ
ー
ス
に
村
内
居
住
の
両
校

出
身
者
が
協
議
を
重
ね
統
合
同

窓
会
の
設
立
に
至
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

設
立
ま
で
は
早
く
か
ら
高
橋

　

南
信
濃
支
部
は
今
年
３
月
25

日
、
吉
澤
会
長
、
久
保
田
副
会

長
が
立
会
い
の
も
と
、
来
賓
に

南
信
濃
に
あ
る
国
交
省
・
遠
山

川
砂
防
出
張
所
の
松
葉
所
長

（
工
業
21
期
卒
）を
お
招
き
し
、

支
部
設
立
総
会
及
び
懇
親
会
を

副
会
長
に
御
指
導
助
言
頂
く
と

と
も
に
、
設
立
総
会
に
は
吉
澤

会
長
に
も
御
出
席
を
賜
り
全
議

案
提
出
の
と
お
り
決
定
頂
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

初
代
同
窓
会
長
に
は
当
時
天

龍
村
長
で
あ
ら
れ
た
大
平
巌
氏

に
お
願
い
し
、
第
１
期
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
村
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
後
進
に
道
を
譲

り
た
い
と
平
成
28
年
に
辞
職
さ

れ
そ
の
後
副
支
部
長
の
熊
谷
が

代
行
し
て
お
り
ま
す
。

行
い
ま
し
た
。

　

支
部
設
立
ま
で
の
経
過
は
、

平
成
25
年
か
ら
本
会
の
支
部
対

策
委
員
会
の
ご
指
導
を
頂
き
、

そ
し
て
昨
年
か
ら
両
校
卒
業
生

有
志
で
設
立
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
る
中
で
、
よ
う
や
く
今
年

３
月
に
念
願
の
新
支
部
発
足
に

至
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
地
域
の
中
に
も
40
名

弱
の
会
員
が
在
住
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
は
、
地
域

の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
や
、

指
導
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
お

り
、
今
回
の
支
部
設
立
を
機
会

に
母
校
の
繁
栄
に
更
な
る
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
南
信
濃
に
在

住
す
る
会
員
相
互
の
親
睦
、
更

に
は
積
極
的
に
地
域
貢
献
が
出

来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
が
進
展
で
き
ず
、
長
姫

支
部
を
解
散
し
て
話
し
を
も
ち

か
け
た
と
こ
ろ
事
が
急
転
し
、

各
高
校
よ
り
４
名
ず
つ
の
発
起

人
を
立
て
て
発
起
人
会
を
立
ち

上
げ
会
員
名
簿
の
作
成
、
三
穂

支
部
会
則
案
、
新
役
員
案
と
総

会
資
料
を
作
成
し
て
設
立
総
会

が
出
来
ま
し
た
。
総
会
終
了
後

念
願
だ
っ
た
、飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校

同
窓
会
、三
穂
支
部
の
設
立
総
会
を
開
催

そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
応
援
歌
斉
唱

し
待
ち
に
待
っ
た
、
宴
会
に
入

り
ま
し
た
。

　

年
齢
差
こ
そ
大
き
く
違
い
ま

し
た
が
そ
こ
は
、
同
じ
実
業
高

校
出
身
者
で
す
ぐ
に
意
気
投
合

さ
れ
楽
し
い
宴
会
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
も
７
月
８

日（
土
）に
第
２
回
の
総
会
を
開

催
し
、
今
年
の
目
標
と
し
て
支

部
会
員
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
は
過

疎
高
齢
化
が
著
し
く
同
窓
会
員

も
高
齢
者
が
目
立
ち
ま
す
。
今

後
育
成
さ
れ
る
母
校
卒
業
生
を

受
け
入
れ
る
べ
く
同
窓
会
そ
し

て
天
龍
支
部
を
末
永
く
維
持
し

活
性
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

支部だより支部だより
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統
合
に
よ
る
定
期
総
会
開
催
に
あ
た
り

丸
山
支
部
長

　木

　下

　和

　美

　

さ
て
統
合
に
当
た
っ
て
は
、

当
地
区
で
は
特
に
問
題
な
く
ま

た
抵
抗
感
は
な
い
と
考
え
て
き

ま
し
た
。
当
地
区
に
は
、
12
町

あ
り
ま
す
が
、
丸
山
連
合
青
壮

年
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
特

に
大
き
な
行
事
で
あ
る
今
宮
郊

戸
八
幡
宮
秋
季
祭
典
は
、
こ
の

組
織
が
中
心
に
ま
と
め
て
い
て

親
睦
レ
ク
又
新
年
会
、
城
山
公

園
の
下
草
狩
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
を
担
っ
て
ま
と
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
区
内
が

よ
い
関
係
で
又
交
流
も
築
い
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
統
合
に
つ
い
て
、

一
歩
進
も
う
と
工
業
同
窓
生
幹

事
の
麦
島
さ
ん
が
地
区
関
係
者

先
の
了
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
進

め
た
こ
と
で
、
今
回
の
統
合
総

会
に
至
り
ま
し
た
。
地
区
内
の

青
壮
年
会
組
織
を
介
し
て
、
あ

る
程
度
知
っ
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
で
、
支
障
な
く
理
解
が
得

ら
れ
た
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
若

い
方
が
出
席
し
て
い
た
だ
け
る

　

７
月
22
日
に
、
統
合
の
定
期

総
会
を
会
員
先
で
あ
る「
ウ
エ

ス
ト
フ
ァ
ー
ム
」に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
支
部
総
会
は
、

例
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お

り
会
員
14
名
及
び
本
会
の
吉
澤

会
長
の
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

一
昨
年
ま
で
は
親
睦
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
を
行
い
、
そ
の
あ
と
総

会
で
し
た
が
参
加
者
が
す
く
な

い
こ
と
で
総
会
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
伊
賀
良
支
部
総
会

伊
賀
良
支
部
長

　遠

　藤

　隆

　志

催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
賀
良

支
部
は
、
統
合
後
大
所
帯

と
な
り
最
大
の
事
業
で
あ

る
会
費
の
集
金
に
於
い
て

は
、
旧
両
校
別
々
で
の
体

制
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
30
年
度
か
ら
は
統
合

３
年
目
を
迎
え
会
計
も
一

本
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

年
度
よ
り
真
の
統
合
目
指

し
て
、
集
金
業
務
が
始
ま

る
ま
で
に
、
実
務
を
担
当

さ
れ
る
旧
両
校
の
理
事
・

幹
事
の
、
融
和
・
親
睦
を

部
落
ご
と
に
図
り
、
可
能

な
部
落
は
今
年
度
よ
り
一

緒
に
集
金
に
あ
た
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
一

緒
に
集
め
る
事
に
よ
っ
て
、
部

落
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
縮
め
て
集

金
率
が
上
が
る
様
に
軟
着
陸
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
う
相
談
し
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
、
ま
た
、
後
輩
の
皆
さ
ん

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
の
ご
理

　

設
立
総
会
以
降
２
回
目
の
定

期
総
会
を
、
７
月
23
日
に（
株
）

木
下
工
務
所
会
議
室
で
、
30
名

の
会
員
が
出
席
し
、
本
会
よ
り

吉
澤
会
長
の
出
席
を
頂
き
開

解
を
頂
け
る
よ
う
周
知
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

設
立
後
初

め
て
の
支
部

総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
前
に

山
本
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

で
親
睦
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
を
行

い
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を

達
成
し
て
ス

コ
ア
70
で
優

勝
し
た
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
、

大
た
た
き
を
し
た
初
心
者
ま
で

14
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。
大
会

終
了
後
に
上
位
入
賞
者
へ
賞
品

が
、
参
加
者
全
員
に
参
加
費
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
場
所
を
太
田
家
に
移

し
22
人
が
参
加
し
て
開
催
。
向

こ
う
２
年
間
の
役
員
を
決
定
し

て
終
了
。
そ
の
後
吉
澤
同
窓
会

長
、
中
島
前
同
窓
会
長
同
席
で

懇
親
会
を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は

さ
ら
に
多
勢
の
会
員
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

山本支部総会
山本支部長　竹　村　隆　夫



飯田O I D E 長姫高等学校同窓会報 第 5号　（8）平成 29 年 9月 19 日

平
成
28
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

中
川
支
部
事
務
局

　宮

　崎

　朋

　実

　

本
総
会
に
お
い
て
は
、
松
村

真
一
教
頭
に
ご
出
席
頂
き
母
校

の
近
況
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。
総
合
職
業
高
校
と
し

て
統
合
の
成
果
が
次
第
に
現
れ

て
い
る
こ
と
や
、
生
徒
た
ち
の

自
主
的
な
活
動
に
よ
る
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
詳
細
を
聞

き
ま
し
た
。
支
部
と
し
て
母
校

　

平
成
28
年
11
月
12
日
、
上
伊

那
農
協
中
川
支
所
に
お
い
て
平

成
28
年
度
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
22
名
の
参
加

に
よ
り
滞
り
な
く
総
会
を
行
い
、

次
年
度
に
向
け
て
母
校
の
隆
昌

と
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
さ
ら

に
図
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度

豊
丘
支
部
総
会

を
７
月
31
日

「
ゆ
め
あ
る
て
」

に
て
本
会
か
ら

吉
澤
会
長
並
び

に
佐
々
木
常
任

顧
問
の
ご
出
席

を
含
め
て
25
名

に
て
開
催
し
ま

し
た
。
冒
頭
挨

拶
し
ま
し
た
小

杉
山
支
部
長
よ

り
、
統
合
し
て

２
回
目
の
総
会

で
す
が
、
立
ち

上
が
り
時
は
、

種
々
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
話
し
合
い
、
解
決
し

た
結
果
、
今
は
、
わ
だ
か
ま
り

な
く
順
調
に
運
営
し
て
お
り
ま

飯
　島
　支
　部
飯
島
支
部
長

　宮

　下

　覚

　一

　

飯
島
支
部
で
は
、
平
成
29
年

度
の
定
期
総
会
を
、
７
月
30
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
を

統
合
し
て
３
年
が
経
過
し
、
両

校
同
志
の
絆
は
年
々
増
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
新
し
い
校

歌
の
斉
唱
を
行
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
歌
え
る
人
が
少
な

く
声
が
小
さ
か
っ
た
。

　

本
年
も
本
会
の
吉
澤
会
長
、

ま
た
近
隣
の
支
部
長
に
も
ご
臨

席
を
頂
き
、
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
出
席
す
る
人
が
、
新
し
い

顔
ぶ
れ
で
、
新
鮮
な
会
と
な
る

よ
う
こ
れ
か
ら
先
若
い
人
達
の

参
加
を
促
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
本
年
も
先
輩

会
員
の
生
バ
ン
ド
が
入
り
、
老

若
男
女
の
区
別
な
く
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

当
支
部
で
は
毎
年
支
部
会
報

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
10
頁
）を
作
成
し
、

支
部
総
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
会
員
の
皆
さ
ん
へ
、
母
校
の

近
況
や
支
部
決
算
、
会
員
の
現

況
な
ど
の
報
告
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
母
校
同
窓
生
の
学

校
生
活
に
寄
与
で
き
る
活
動
を

支
部
と
し
て
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
会

員
の
若
い
層
の
支
部
へ
の
参
画

を
如
何
に
促
す
か
が
重
要
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
議
事
に
入
り
、

平
成
28
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
の
説
明
が
あ
り
異
議

な
く
承
認
さ
れ
、
次
に
平
成
29

年
度
の
事
業
計
画
案
並
び
に
予

算
案
の
提
案
説
明
が
な
さ
れ
、

満
場
一
致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
支
部
会
則
の
一
部
改

正
、
支
部
役
員
40
名
の
名
簿
提

示
が
あ
り
、
拍
手
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
終
了
後
懇
親
会
が

和
や
か
に
行
わ
れ
一
層
親
睦
を

深
め
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

平成29年度豊丘支部総会開催
豊丘副支部長　春　日　久　司
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橋
北
支
部
総
会
に
つ
い
て

橋
北
支
部
長

　山

　田

　勝

　利

　

平
成
29
年
７
月
29
日（
土
）に

橋
北
支
部
の
定
期
総
会
を
市
内

桜
町
の「
信
濃
屋
」で
開
催
し
ま

し
た
。
来
賓
に
吉
澤
同
窓
会
長

を
お
迎
え
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
吉
澤
会
長
か
ら
母
校
の

多
岐
に
わ
た
る
活
動
実
績
や
、

同
窓
会
支
部
統
合
の
進
捗
状
況

等
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
事
で
は
28
年
度
の
活
動

報
告
・
会
計
報
告
な
ら
び
に
29

年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

年
は
役
員
改
選（
任
期
２
ヶ
年
）

の
時
期
に
当
た
り
新
役
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
今
ま
で
の
役
員
が
継
続
し

て
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
支
部
活
動
の
柱
と
し
て
は
、

新
入
会
員
が
少
な
く
会
員
の
高

　

平
成
29
年
度
の
龍
江
支
部
の

龍
江
支
部
総
会

龍
江
支
部
長

　塩

　澤

　敏

　彦

　

松
尾
支
部

で
は
、
７
月

23
日
に
、
本

会
よ
り
久
保

田
副
会
長
の

御
臨
席
を
賜

り
、
総
会
を

開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し

た
。
滞
り
な

く
、
総
会
を

終
え
て
、
次

年
度
へ
の
仕

切
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
懇

親
会
は
、
地
区

齢
化
が
進
む
中
で
、
会
費
納
入

会
員
数
の
維
持
確
保
に
努
め
る

こ
と
や
、
親
睦
事
業（
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
等
）へ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
続
い
て

懇
親
会
に
入
り
、
三
ツ
井
支
部

顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇

親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
２
時
間

余
に
わ
た
っ
て
新
し
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
は
７
月
15
日（
土
）に
本
会

よ
り
吉
澤
会
長
を
お
迎
え

し
、
会
員
18
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長

に
は
、
会
費
の
納
入
状
況
、

生
徒
の
社
会
活
動
の
様
子

等
の
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
28
年
度
事
業

報
告
、
会
計
報
告
、
29
年
度

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
中
に
親
睦
行

事
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
、

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。
親

睦
行
事
に
つ
い
て
の
話
題

で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
多
く
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日

程
を
調
整
し
た
り
、
親
睦
行
事

を
計
画
し
た
り
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

の
行
事
と
重
な
っ
て
し
ま
い
参

加
者
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

高
校
の
思
い
出
・
先
生
の
事
等
、

和
気
あ
い
あ
い
と
過
す
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

松
尾
支
部
同
総
会
は
、
合
併

３
年
目
を
迎
え
て
、
大
き
な
問

題
も
な
く
進
行
し
て
お
り
ま
す

が
、
旧
長
姫
だ　

旧
工
業
だ　

と
分
け
る
事
な
く
、
又
、
女
性

の
参
加
も
含
め
て
同
じ
Ｏ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
長
姫
の
同
窓
会
生
と
し
て
、

集
金
等
が
で
き
る
様
、
今
後
も

協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

松尾支部総会
松尾支部長　宮　下　吉　彰
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橋
南
支
部
総
会

橋
南
支
部
長

　木

　下

　親

　亮

も
動
揺
を
生
じ
て
お
り
、
気
ま

ず
さ
か
ら
支
部
総
会
へ
は
出
な

い
と
言
う
担
当
役
員
も
居
た
。

　

反
面
、
役
員
担
当
者
の
努
力

も
見
ら
れ
、
前
年
に
比
べ
て
48

名
の
増
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

総
会
終
了
し
て
の
懇
親
会
で
は
、

両
校
役
員
は
じ
め
一
般
会
員
か

ら
の
積
極
的
な
助
言
も
あ
り
、

楽
し
い
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

　

橋
南
支
部
が
発
足
し
て
２
年

目
の
定
期
支
部
総
会
が
５
月
19

日（
土
）に
松
尾
町
と
り
き
ん
で

開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
本

会
よ
り
高
橋
副
会
長
さ
ん
に
ご

臨
席
を
頂
き
、
出
席
者
10
名

に
て
例
年
並
で
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
活
発
な
意
見
や

問
題
も
多
々
あ
り
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
が
、

何
ん
と
言
っ
て
も
工
業
高
校

同
窓
生
の
維
持
費
集
金
が
な

か
〳
〵
出
来
な
い
こ
と
で
す
。

二
・
三
町
内
の
担
当
者
よ
り

の
報
告
で
は
、
今
ま
で
維
持

費
集
金
が
無
か
っ
た
の
で
、

今
後
に
つ
い
て
も
出
さ
な
い

と
申
し
合
せ
ま
で
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
、
本
会
の
方
針
を

求
め
る
し
か
な
い
と
申
し
止

め
ざ
る
を
得
ず
、
集
金
を
依

頼
さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
に

高
森
支
部
総
会

高
森
支
部
長

　後

　藤

　英

　一

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
元
町
長
吉
川
顧
問

の
乾
杯
に
よ
り
和
や
か
な
歓
談

の
時
を
過
ご
し
、
女
性
部
長
堀

さ
ん
、
寺
沢
さ
ん
の
万
歳
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
町
議
選
が
あ
り
定
員

　

平
成
29
年
度（
統
合
４
年
目
）

の
高
森
支
部
総
会
が
５
月
17
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
親
睦
ゴ
ル
フ
は
３
名

で
寂
し
い
な
が
ら
も
、
好
天
の

下
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
の
総
会
に
は
地
元

出
身
の
三
澤
校
長
先
生
、
本

会
よ
り
吉
澤
会
長
を
お
迎
え

し
、
21
名
が
出
席
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
三
澤
校
長
先
生
か
ら
は

本
校
の
実
業
高
校
と
し
て
教
育

内
容
、
生
徒
た
ち
の
課
外
活
動

の
紹
介
が
さ
れ
、
吉
澤
会
長
か

ら
は
同
窓
会
の
学
校
支
援
の
紹

介
と
支
部
の
統
合
状
況
も
残
り

数
支
部
と
な
り
、
さ
ら
に
推
し

進
め
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
今
年
度
の
支
部

事
業
・
会
計
の
計
画
案
が
審
議

14
名
う
ち
同
窓
会
員
５
名
の
方

が
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
敬

称
略
で
５
名
の
紹
介
を
し
ま
す
。

喬
木
支
部
定
期
総
会

喬
木
支
部
長

　林

　
　
　修

　亨

市
瀬
顧
問
に
よ
る「
お
ん
な
城

主
直
虎
」。
高
森
町
と
亀
之
丞
、

　

支
部
の
定
期
総
会
が
３
月
12

日
に
吉
澤
章
夫
同
窓
会
長
、
村

内
在
住
の
恩
師
後
藤
澄
寿
先
生
、

市
瀬
辰
春
顧
問
を
お
迎
え
し
、

総
勢
30
数
名
で
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
題
は
28
年
度
事
業
報

告
と
会
計
報
告
、
29
年
度
事
業

計
画
と
予
算
案
、
昨
年
の
支
部

統
合
時
に
宿
題
と
な
っ
て
い
た

支
部
会
則
の
改
定
と
一
部
役
員

改
選
の
件
で
し
た
。

　

総
会
後
は
講
演
会
と
懇
親
会
。

演
題
は
歴
史
民
俗
資
料
館
長

井
伊
と
阿
島
知
久
家
、
天
正
10

年
３
月
は
当
地
で
信
長
が
勝
頼

の
首
実
検
、
６
月
に
は
本
能
寺

の
変
、
８
月
に
は
直
虎
没
と
続

く
史
実
に
皆
が「
歴
男
と
歴
女
」

に
化
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

市
川
信
幸（
機
13
）、
城
子
唯
久

（
機
12
）、
原
敏
明（
電
15
）、
三

浦
喜
久
夫（
建
27
）、
湯
沢
健
彦

（
商
25
）
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ゴ
ル
フ
会
会
長
　
　
　

林
　
日
出
登

　

第
８
回
同
窓
会
秋
季
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
は
平
成
28
年
11
月
２
日

に
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
。
80
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

優
勝
は
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の

部
で
今
宮
町
の
古
田
寿
一
さ
ん
。

一
般
の
部
で
上
郷
の
櫻
井
次
晴

さ
ん
で
し
た
。

飯田OIDE長姫高校同窓会飯田OIDE長姫高校同窓会

ゴルフコンペ　　　開催ゴルフコンペ　　　開催第８回
  第９回
第８回

  第９回

　

第
９
回
同
窓
会
春
季
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
は
平
成
29
年
６
月
７
日

に
高
森
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
。
84
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
優
勝
は
宮
ノ
上
の
中
島

秀
佳
さ
ん
で
し
た
。

　

当
コ
ン
ペ
は
楽
し
く
プ
レ
ー

を
し
て
親
睦
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
下

さ
い
。
秋
季
コ
ン
ペ
は
11
月
１

日
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
。

第８回ゴルフコンペ

第９回ゴルフコンペ

櫻井さんあいさつ 一般の部優勝 櫻井さん（左）

乾杯  名古屋から参加 上久保さん 優勝 中島さん（左）

優勝
2位
3位
4位
5位

70.6
71.0
72.4
72.6
72.8

中 島 秀 佳
宮 下 覚 一
近 藤 雅 紀
小 川 光 春
今 村 善 一

順位 参加者氏名

第９回ゴルフコンペ結果
NET

優勝
2位
3位

68.8
70.8
71.4

櫻 井 次 晴
片 桐　　壽
松 枝　　清

順位 参加者氏名

《一般の部》
NET

優勝
2位
3位

70.6
71.0
71.4

古 田 寿 一
青 島　　豊
片 桐 広 美

順位 参加者氏名

《グランドシニアの部》
第８回ゴルフコンペ結果

NET
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今
年
度
の
生
徒
会
は
、「
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、

朝
の
挨
拶
運
動
、
敷
地
内
外
、
周

辺
地
域
の
美
化
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
各
員

会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
や

ま
び
こ
マ
ー
チ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
市
議
会
議

員
選
挙
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

校
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に

も
積
極
的
に
参

加
を
し
て
い
ま

す
。

　

７
月
に
は
、

生
徒
会
最
大
の

行
事
で
も
あ
る
、

第
５
回
桜
姫
祭

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ　

Ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
」
で
す
。
新
役
員
立
ち
上
げ

当
初
か
ら
、
様
々
な
意
見
を
出
し

合
い
、
桜
姫
祭
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

６
学
科
が
様
々
な
展
示
を
行
い
、

総
合
技
術
高
校
の
利
点
を
生
か
し

た
文
化
祭
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
あ
り
、
三
千
人
を
超

え
る
方
々
に
来
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
全
員
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

生
徒
会
行
事
も
残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
学
校
全
体
が
元
気

に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生徒会活動報告生徒会活動報告
全
日
制
生
徒
会
長

生
徒
会
長
　
伊
藤
慎
一
郎

定
時
制
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

顧
問
　
川
田
　
大
貴

　

８
月
16
日
よ
り
小
田
原
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
、
第
19
回
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
校
は
男
子
個
人
、

団
体(

県
選
抜)

へ
出
場
し
ま
し
た
。

生
徒
、
指
導
者
と
も
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
経
験
が
浅
く
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
県
選
抜
の
合

同
練
習
を
重
ね
て
い
く
中
で
多
く

の
先
生
方
の
助
け
が
あ
り
徐
々
に

不
安
は
薄
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｏ
Ｂ
の
選
手
な
ど
多
く
の

方
々
の
助
け
が
あ
り
、
と
て
も
い

い
状
態
で
大
会
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

県
外
へ
出
て
、
長
野
県
の
代
表

と
し
て
競
技
に
臨
め
た
こ
と
は
、

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
も
大

き
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
技
術
面
以
外
で
も
成
長
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
の
県
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
努
力
し
て
き

た
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

真
剣
に
試
合
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、

日
ご
ろ
の
学
校
生
活
の
中
だ
け
で

は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
素
晴
ら

し
い
姿
で
し
た
。
結
果
は
振
る
わ

な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
こ
で
の
悔

し
さ
を
次
の
大
会
に
向
け
て
活
か

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
生

徒
と
も
ど
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

学校だより学校だより
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桜 姫 祭

　

今
年
の
桜
姫
祭
の
テ
ー
マ
は
、

「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
！
」、
何

か
が
始
ま
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
全
校
一人
一

人
が
主
役
と
な
り
、
新
た
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
、
始
め
る
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
な
桜
姫
祭
に
し

た
い
、
と
い
う
思
い
を
こ
め
ま
し

た
。

　

今
回
の
桜
姫
祭
で
は
、
テ
ー
マ

に
も
あ
る
よ
う
に
新
し
い
こ
と
に

た
く
さ
ん
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
部
門
を
設
け
、
全
校

の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
、
桜
姫
祭
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
今

ま
で
の
内
容
を
替
え
て
行
っ
た

中
庭
イ
ベ
ン
ト
、
後
夜
祭
も
水

か
け
は

行
わ
ず
に
、
全
て
体
育
館
で
行

う
な
ど
、
様
々
な
新
企
画
や
企

画
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
私
自
身
、
全
校
が
盛
り

上
が
り
桜
姫
祭
が
成
功
す
る
か

と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
役
員

を
は
じ
め
先
生
方
や
周
り
の
友

人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
前
夜
祭
か
ら
全
校

の
皆
さ
ん
が
、
盛
り
上
げ
、
協

力
し
て
く
れ
た
お
陰
で
、
無
事

桜
姫
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
全
校
の
皆
さ

ん
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
いっ

ぱ
い
で
す
。

　

委
員
長
と
し
て
桜
姫
祭
に

携
わ
り
ま
し
た
が
、
文
化
祭
の

企
画
・
運
営
は
と
て
も
大
変
で
、

全 日 制
運 動 部
北信越高等学校総合体育大会　出場
⃝柔道部	 男子73㎏級
⃝水泳部	 男子400ｍリレー
	 男子800ｍリレー
	 男子400ｍメドレーリレー
	 男子400ｍ個人メドレー
	 男子100ｍ背泳ぎ
	 男子200ｍ背泳ぎ
	 男子100ｍバタフライ
	 男子200ｍバタフライ
	 男子50ｍ自由形
	 男子100ｍ自由形
	 男子200ｍ自由形
	 男子400ｍ自由形
	 男子1500ｍ自由形

全国高等学校総合体育大会　出場
⃝水泳部	 男子1500ｍ自由形
	 	 男子200ｍ平泳ぎ

文 化 部
⃝商業研究部
情報処理競技　全国大会出場（団体）
ワープロ競技
　北信越（団体）＆全国（個人）大会出場

⃝原動機部
高等学校エコカーレース総合大会
　エコハイクラス　優勝
　オープンクラス　優勝、５位
　充電池部門	 　優勝、準優勝

部活動 2017年度１学期戦績部活動 2017年度１学期戦績

不
安
や
辛
さ
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
分
桜
姫
祭
を

大
成
功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

達
成
感
や
嬉
し
さ
が
溢
れ
て
き

ま
し
た
。
桜
姫
祭
が
終
わ
っ
た

後
、
何
人
も
の
人
が
「
楽
し
か
っ

文化祭実行委員長　鈴　木　麻　予

た
」、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
掛
け
て
く
れ
て
と
て
も

幸
せ
で
し
た
。
私
は
、
文
化
祭

実
行
委
員
長
に
な
り
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。



飯田O I D E 長姫高等学校同窓会報 第 5号　（14）平成 29 年 9月 19 日

　

｢
ト
ン
ト
ン
ト
ン
・
・
・
ド

ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン｣

体
育
館
に

鳴
り
響
く
玄
翁
と
木
槌
を
叩
く

音
。
２
０
１
７
年
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
が
幕
を
閉

じ
た
。

　

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
木

材
加
工
部
門
県
大
会
が
今
年
度

も
や
っ
て
き
た
。
こ
こ
数
年

本
校
建
築
研
究
部
は
北
信
越

大
会
へ
コ
マ

を
進
め
て
い

る
。
今
年
度

は
飯
田
技
術

専
門
校
の
先

生
か
ら
技
術

指
導
を
８
回

し
て
い
た
だ

き
、
生
徒
の

大
会
へ
向
け

た
練
習
に
も

力
が
入
り
意

気
込
み
と
準

備
は
万
全
で

あ
っ
た
。

　

８
月
８
日

上
田
千
曲
高

校
第
２
体
育

　

情
報
処
理
研
究
所
は
商
業
研

究
部
の
三
部
門
の
一
つ
で
、
情

報
処
理
に
関
す
る
知
識
や
技
術

の
習
得
を
通
し
て
、
論
理
的
に

考
え
る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

情
報
処
理
に
も
競
技
大
会
が
あ

り
、
目
標
は
県
大
会
で
団
体
優

勝
、
全
国
大
会
出
場
で
す
。
他

に
も
、
情
報
処
理
の
国
家
試
験

の
合
格
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
全
国
大
会
に
個
人

で
２
名
が
出
場
し
た
ほ
か
、
秋

の
新
人
戦
で
は
団
体
優
勝
を
果

た
し
、
北
信
越
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
難
関
国
家
試
験
で

館
に
て
、
10
名
の
県
内
生
徒
で

大
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら

は
２
名
出
場
し
、
加
工
で
は
１

位
２
位
の
早
さ
で
折
り
返
し
、

残
る
は
組
立
で
あ
っ
た
。
加
工

の
審
査
が
終
わ
り
、
組
立
作
業

に
取
り
か
か
る
。
２
名
共
ほ
ぞ

が
な
か
な
か
入
ら
な
い
。
玄

翁
、
木
槌
で
叩
い
て
も
入
ら
な

い
。
木
殺
し
し
て
木
殺
し
し
て

や
っ
と
１
名
は
完
成
し
た
。
完

成
し
た
生
徒
は
３
位
に
入
っ
た

が
、
北
信
越
大
会
へ
の
出
場
は

叶
わ
な
か
っ
た
。
も
う
１
年
練

あ
る「
応
用
情
報
技
術
者
試
験
」

に
は
、
県
内
の
高
校
生
と
し
て

は
５
年
ぶ
り
と
な
る
合
格
者
が

出
ま
し
た
。
ま
た
、「
基
本
情

報
技
術
者
試
験
」
に
も
３
名
が

合
格
す
る
な
ど
、
活
動
が
活
発

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
個
人
で
１
名
が
全

国
大
会
に
出
場
し
、
16
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
野
県
勢
の
過
去
最
高

位
を
７
年
ぶ
り
に
更
新
す
る
快

挙
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

秋
の
国
家
試
験
合
格
と
新
人
戦

優
勝
を
目
指
し
て
練
習
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

商
業
研
究
部

建
築
研
究
部

習
に
励
み
、
来
年
度
は
優
勝
を

狙
い
た
い
。

部 活 動 報 告
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旧
長
姫
高
校

旧
８　

下
平　

慶
一　

25
・
２
・
10

旧
13　

高
澤
伊
一
穂　

28
・
１
・
８

旧
17　

宮
澤　

健
司　

28
・
８
・
23

旧
19　

原　
　
　

潜

旧
19　

宮
澤　

善
一

旧
20　

大
野　

喜
光　

29
・
４
・
24

旧
20　

代
田　

文
博　

27
・
８
・
19

旧
20　

金
澤　
　

充　

29
・
２
・
１

旧
22　

林　
　
　

治　

29
・
５
・
24

旧
22　

木
下　
　

明　

28
・
２
・
25

旧
23　

加
藤　

俊
次

定
２　

原　
　

栄
二　

28
・
６
・
９

土
３　

松
澤　

昌
治　

26
・
12
・
６

土
４　

岡
庭　

正
典　

26

商
５　

宮
下　
　

晃　

28
・
８
・
６

商
５　

久
保
田
幸
治　

28
・
８
・
29

土
５　

松
村　

茂
彦　

27
・
７
・
１

商
６　

片
桐　
　

隆　

27
・
９
・
19

土
６　

長
瀬　
　

護　

26
・
５
・
19

定
６　

西
尾　

光
一	

土
７　

平
沢　
　

昌　

28
・
８
・
31

定
７　

新
井　
　

勉	

商
８　

浦
野　
　

勉　

28
・
７
・
３

建
８　

砂
田
冨
士
夫　

28
・
３
・
16

定
８　

岡
本　

正
行	

土
９　

宮
下　

伸
之　

28
・
７
・
13

土
９　

中
島　

荘
一　

26
・
９
・
13

定
10　

寺
沢　
　

正　

28
・
８
・
１

定
10　

棚
橋　

金
三

定
10　

板
倉　

運
三	

	

商
11　

玉
木
喜
四
男　

27
・
11
・
18

建
11　

唐
木　

昭
男　

27
・
６

建
11　

金
澤　

英
雄　

28
・
12
・
２

建
11　

木
村　
　

進　

28
・
10
・
14

建
11　

菅
沼　

国
人　

27
・
４

商
12　

篠
田　

勇
夫　

29
・
１
・
23

商
12　

鋤
柄　

雅
夫　

27
・
12
・
23

建
12　

小
平　

嘉
彦　

28
・
６
・
５

土
12　

松
浦　

和
彦　

27
・
８
・
３

定
12　

松
島　

宣
明　

28
・
９
・
22

建
13　

後
藤　

文
人　

26
・
8
・
19

土
13　

金
田　

博
男　

28
・
８
・
５

定
13　

宮
澤　

洲
男　

27
・
７
・
21

商
14　

山
田　

洋
司	

商
14　

牧
島　

茂
幸　

28
・
９
・
13

土
14　

今
井　
　

斉　

28
・
７
・
14

商
15　

武
藤　

操
江　

28
・
１

建
15　

飯
島　
　

設　

29
・
１
・
４

建
15　

名
子　

哲
夫　

28
・
６
・
25

土
15　

森
岡　

健
志　

28
・
９
・
８

商
16　

田
口　

幸
吉　

28
・
6
・
９

定
17　

板
倉
東
風
世　

28
・
２
・
13

定
18　

宮
島　

ツ
ヨ

定
18　

島
岡　

慶
典	

商
21　

古
橋
か
よ
子

建
21　

高
島　

由
美

定
22　

井
口　

和
夫　

28
・
５
・
17

商
24　

石
原　

久
司　

28
・
９
・
10

商
30　

堀
尾
美
津
子	

商
34　

萩
原　

浩
幸

商
47　

柳
生
由
香
里　

28

旧
工
業
高
校

農
工
１　

松
下　

昭
子　

25

農
工
１　

高
田　

五
郎　

28
・
７
・
２

農
工
３　

松
尾　

茂
一	

機
２　

今
井　

力
保　

27
・
７
・
28

電
５　

久
保
田
秀
雄　

23

機
５　

久
保
田　

繁　

29
・
４
・
11

機
５　

大
原　

和
紀　

28
・
３
・
９

機
５　

久
保
田
光
紀	

機
８　

細
田　

光
雄	

機
８　

福
與　

正
一	

機
８　

代
田　
　

茂	

機
８　

小
田
切
博
基	

機
８　

宮
下　

秀
穂	

機
８　

福
島　

勇
一	

電
８　

桃
沢　

國
光　

28
・
11
・
２

電
９　

小
島　

大
治　

29
・
４
・
29

定
12　

雨
宮　

聖
司	

定
13　

村
松　

秀
美　

26
・
６
・
５

機
14　

関
口　

治
也	

電
16　

井
坪　

兼
彦　

29
・
１
・
13

機
17　

清
水　

正
晴	

機
17　

宮
下　

義
夫

注
）
ご
家
族
、
支
部
の
皆
様
か
ら
の

報
告
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
部

の
生
徒
が
扮
す
る
「
テ
ッ

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
今
年

で
７
年
目
と
な
り
、
地
域

の
子
供
か
ら
の
人
気
は
上

が
り
続
け
て
い
ま
す
。
今

で
は
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
は
40
分
の
超
大
作

と
な
り
、
毎
年
進
化
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
に
あ
わ
せ
て
、

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
新
小

道
具
・
新
武
器
を
続
々
と

シ
ョ
ー
に
投
入
。
迫
力
と

驚
き
が
あ
る
演
出
に
な
っ

て
い
ま
す
。
観
客
も
年
々

増
え
続
け
、
シ
ョ
ー
を
開

催
す
れ
ば
、
毎
回
２
０
０

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
部

人
以
上
の
観
客
が
集

ま
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
常

連
客
も
増
え
、
７
年
前
に

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
シ
ョ
ー
を
見
に
来

て
い
た
幼
児
が
年
々
成
長

し
、
今
で
は
友
達
と
一
緒

に
な
っ
て
、
熱
心
に
カ
メ

ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

覗
い
て
ヒ
ー
ロ
ー
を
撮

影
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
地
域
の
子
供
達
は
一
緒

に
な
っ
て
成
長
し
続
け
て

い
る
事
が
実
感
で
き
、
目

頭
が
熱
く
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
テ
ッ

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
今
後

も
現
在
の
よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い
け
る
の

か
は
不
透
明
な
部
分

も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
子
供
が
憧
れ

る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
、

シ
ョ
ー
を
精
一
杯
演

技
し
、
一
生
の
思
い

出
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
こ
の
今

の
瞬
間
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
萩
野
）

（
本
島
）

（
古
瀬
）

（
鶴
岡
）

（
　
） 

旧
姓
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同
窓
会
報
の
第
５
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
も
総
会
の
様
子
、
支

部
か
ら
の
た
よ
り
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
稿
、
学
校

の
様
子
等
々
多
彩
な
記
事
で

紙
面
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
校
開
校
か
ら
５
年
、
支

部
統
合
も
20
支
部
と
な
り
支

部
だ
よ
り
の
頁
も
多
く
の
紹

介
が
で
き
ま
し
た
。
次
号
で

は
全
支
部
統
合
の
朗
報
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
努
力
し
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
信
地
区
最
大
規
模
の
学

校
と
な
っ
た
我
が
母
校
は
、

地
域
に
誇
れ
る
学
校
と
し
て

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
後
輩
の
活
動
の
様
子

も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
報
が
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
と
在
校
生
と
の
絆
を

育
む
役
割
を
果
た
す
べ
く
編

集
委
員
会
一
同
頑
張
り
ま
す

の
で
、
益
々
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

編
集
後
記

⃝

平
成
30
年
５
月
26
日（
土
）

　
午
後
3
時
30
分
よ
り

⃝

会
場
：
シ
ル
ク
ホ
テ
ル

⃝

在
校
生
に
よ
る
研
究
発
表

❖
飯
伊
地
区
は
地
元
新
聞
広
告
、
全
国
へ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
多
数
の
同
窓
生
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　同窓会費の納入についてご協力いただき感謝申し上げます。
　各支部の統合も進み、20支部が統合しました。残り12支部についても現在話し合い
が行われております。
　維持会費につきましては、例年どおり年間1,000円をお願いすることになっており
ます。この会費は、母校の授業支援（2,000,000円）を主に（支援金費用の内訳５ペー
ジ参照）会員相互の親睦・会報の発行等に使用させていただいております。趣旨をご理
解いただき会費の納入には是非ご協力いただきたいと思います。
　個々に会報を送付している会員の皆様には到着後早期にご送付をお願いいたします。
　各支部におかれましては、会報を届けていただいて集金をお願いいたします。

維持会費納入のお願い

平成28年度　卒業生進路状況
１．全般の進路状況

進　路 就　　　職 進　　　　　学
その他 計

課程・学科 企　業 公務員 自　営 大　学 短期大学 高専編入 専門学校

全日制

機械工学科 29 1 0 4 1 0 5 0 40

電子機械工学科 13 1 0 16 0 0 8 2 40

電気電子工学科 20 0 0 10 0 0 7 1 38

社会基盤工学科 19 4 0 1 0 0 10 0 34

建 築 学 科 11 0 0 7 3 0 13 0 34

商 業 科 30 1 0 10 6 0 26 1 74

定時制
普 通 科 11 0 0 0 0 0 7 0 18

基礎工学科 8 0 0 0 0 0 1 0 9

計 141 7 0 48 10 0 77 4 287

２．業種別就職者数
業　種 農業

林業
建設 製造

電気
ガス

情報
通信

運輸
郵便

卸売り
小売り

専門技術
サービス

宿泊
飲食

生活関連
サービス

医療
福祉

複合
サービス

他の
サービス

公務員 計
課程・学科

全日制

機械工学科 0 1 22 0 0 2 0 0 1 0 0 1 1 1 30

電子機械工学科 0 0 11 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 14

電気電子工学科 0 1 13 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 20

社会基盤工学科 0 11 0 1 0 0 0 5 0 1 0 1 0 4 23

建 築 学 科 0 4 3 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 11

商 業 科 1 0 15 0 0 1 3 0 2 0 0 7 1 1 31

定時制
普 通 科 0 0 5 0 0 0 0 0 2 3 0 0 1 0 11

基礎工学科 0 0 6 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 8

計 1 17 76 4 2 7 4 5 6 4 1 9 5 7 148

http://iida-oide-osahime-reunion.com
TEL&FAX　0265 ｰ 52 ｰ 2255

飯田OIDE長姫高等学校同窓会ホームページ


